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鞠 智 城 と 古 代 山 城
鞠智城は 7世紀後半、今から約 1 3 0 0 年仙に

辮I潮注によって築城されたさ從袖職です。
この当時､朝鮮半局では嵩句崖､昔嶺､薪撫

典
の三国の争 い に 、 中 国 の 唐 が 加 わ り 、 緊 張 状
態が続いていました。

6 6 0 年 、 唐 と 新 雑 の 連 合 軍 に よ って、 日 本

と友好関係にあったiLl済が滅ぼされます。’’
9

本 は 、 百 済 の 復 興 を 支 援 す る た め に 援 軍 を 送 b

嘩り込みますが、663年に‘酢振で大敗し、百
済の救援に失敗しました。その結果、今度は - - ． ， ざ 、

牌・新羅連合軍による日本侵攻の脅威にさら と
寺勺

さ れ ることになります。そこで、大和朝廷は 安
西 H 本 の各地に城を築いて防衛体制を強化し 7 世 紀 の日本と朝鮮半島
ます。こうして古代に築城された,',城を「l･11-代lll城」といいます。『h兼善紀』には、百済の亡命貴
族が築城を指導したことが記載されています。古代l l.1城を発掘調査すると、当時の1Jl鮴半島の土木技
術が使用されたことが確認されています。九州では唐･新羅に備える最前線基地として盤苗城が築城
され､夫輩府を防衛するために笑幹凝､裳嫌城が築かれます｡それらの背後に位瞳する鞠智城は､防
衛施設であったと|両1時に、

食 糧 や 武 器 な ど を 前 線 へ

供給するための兵 j i l i J I L地

で あ っ た と 考 え ら れて い

ます。
かしかし、結果として店単

と新 羅 に よる 日 本 侵 攻 は

あ り ま せ んで し た 。 鞠 智

城はその後、役所的な役 記

' i l fl l を持つ施設などに変化

し、1 0世紀半ばまで存続

し ま し た 。 古 代 山 城 の 分 布

幸

-．._＝
! ‘ . “ 童 一 竜 里

三 一 一 ̅ " …
■現 在 の 鞠 智 城 跡
進 物 の 復 元 等 、 歴 史 公 剛 と し て の 整 備 が 進 め ら れ て お り 、 1 3 0 0 年 前 の
姿を垣間見ることが出来ま̅す̅。

ォ；紅F〃いふ屯ゐ

■ 憶 礼 福 留 の 像
古 代 山 城 の 築 城 を 指 導 し た と い わ れ る
百 済 の 亡 命 貴 族 の 1 人 で す。

２



文 献 に 見 る 鞠 宥 城繍智職が初絢で典献に議場…は『縦日本紀｣で’…＆＃篭職蕊しょくiこ i 且 ん さ

職瀞蕊蕊瀦臘〆…"識灘その後、『遜灌擬』には､858年､菊池城院の兵庫(Jt器庫）鞆

「鞠智」という字が「菊池」に変わっています。また、菊池城院の 錘･I､冬主失叫･生公

無職篭裁裏付けています。

智城は文献に登場しなくなります -。

鞠 智 城 の 位 置 『続日本紀』’二記蔽された鞠智城の配事

鞠智城は熊本県北部の菊池ﾉ| | I:l.!流域（河'1から約40km)の山鹿'11.と燗池市にまたがって所在します
菊池川流域には、チプサン古峻や弁慶ケ穴lll-戦など箸卒,な装飾古城が数多く存在し、金岡総数66()蕪
（平成24年5月現在）のうち117腿もの装飾古墳が集中しています。紬籾城は、菊池川の北岸に位世
する標高Momの菜i爵台地上に位侭するため、菊鹿盆地を一望でき、遠くは雲仙島原の山 も々眺める
ことができます。
山鹿、菊池の両,|『にまたがる広大な菊鹿紬地は、古代からﾘ,(内有数の熾倉地帯として知られていま

す。また、菊鹿盆地には、官道が通っていたことが想定されています-．今日でも多くの幹線道路が縦
横に通る交通の要所となっています。穀倉地州:であること、交通の要所であることは、鞠智城がこの
地につくられた大きな要因と考えられます。
鞠名'城は、大宰府から直線距剛で約63knlも

離 れて い ま す。 そ の た め 直 接 的 な 大 宰 府 防 衛

の城ではなく、兵姑於地であったと考えられ
ています。また、古代l l_|城で肢も|Wに位置し
南 方 を 広 く 眺 望 で き る と い う 点 か ら 、 南 方 の
iまやと

隼 人 へ の 対 策 と い う 役 割 が あ っ た こ と も 想 定
されています。
なお、鞠智城の周|〃|には8，9111 :紀の凸-代

寺 院 跡 や 役 所 の 跡 と 号 え ら れ る 辿 跡 が 確 認 さ

れて い ま す。 こ れ ら の 遺 跡 と 鞠 智 城 が どの よ
う な 関 係 に あ っ た の か を 調 べ る こ と も 今 後 の
重要な課鼬です。

■ 鞠 智 城 か ら 見 た 南 方 の 眺 め
鞠智城 I ﾉ ､ I の 灰 塚 からは、 3 6 0 度 の 眺望を楽しめま
す。特に南方に目を|<ﾘけると、菊鹿紬地を一望す
るこ と が で き 、 遠 く は 艮 崎 県 の 雲 仙 杵 I 間 岳 （ 矢 印 ）
ま で 見 通 す こ と が 出 来 ま す ｡
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古 代 官 道 ( 推 定 ) と 鞠 智 城 周 辺 の 古 代 遺 跡
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鞠 看 城 跡 の 遺 構
鞠智城跡からは、国内の古代山城

で は 唯 一 の 発 見 例 で あ る 八 角 形 建 物
ど う

跡をはじめとする72棟の建物跡、銅
ぞ う ぼ さ つ り ゅ ぅ ｛ , ぅ

造菩薩立像や木簡をはじめとする様
々な重要遺物が出土した貯水池跡、

3 カ 所 の 城 門 跡 、 土 塁 跡 な ど の 遺 構
が検出されました。

ば つ た て ば し ら建物跡には､掘立柱建物､慰浩雌
物があり、これらの建物は倉庫や兵
舎 な ど で あ っ た と 考 え ら れて い ま す
ま た 、 貯 水 池 跡 で は 、 木 材 を 蓄 え

る た め の 貯 木 場 や、 水 汲 み 場 な ど が
みつかっています。
城門跡からは、門の礎石や石積み

などが発見されました。
は ん ち く

土 塁 に は 「 版 築 」 と い う 当 時 の 朝
鮮 半 島 の 先 進 技 術 が 使 用 さ れて い る

こ と か ら 、 鞠 智 城 の 築 城 に も 百 済 の
亡命貴族が関わっていたことが考え
られます。

■八角形建物跡（ 3 2 号 建物跡）
中心に直径 9 0 c m の 心 柱 を 据え
配 置 さ れ た 柱 が 三 重 に 巡 って ↓

そ の 周 朋 に 八 角 形 に
ます。

■ 版 築 土 塁
土 を 何 度 も 突 き 固 め る こ と で 強 固 な 壁 を つ く る 「 版 築 」
と い う 大 陸 伝 来 の 土 木 技 術 を 使 っ て つ く ら れ た 土 塁 で す

鞠智城跡全体図

■ 貯 水 池 跡 貯 木 墹
貯 木 場 か ら は 、 建 物 の 建 設 に 使 う 木 材 や 、 斧 の 柄
や 鋤 な どの 木 製 農 工 具 が 出 土 し ま し た 。

■ 池 ﾉ 尾 門 跡 （ 水 門 ）
鞠 智 城 跡 で 唯 一 、 石 積 み と 水 門 が 見 つ か り ま し た
幅 9 . 6 m の 石 塁 を 谷 部 を 塞 ぐ よ う に して 構 築 し 、
防 御 施 設 と して い ま し た 。

4



鞠 宥 城 跡 出 土 の 遺 物 一
鞠智城跡からは、日常生活に使われた土器、建物

ふ か わ ら

の屋根に葺かれていた瓦、建物の建設時等に使われ
た 木 材 や 木 製 農 工 具 等 の 生 活 に 関 わ る よ う な 遺 物 の

に ふだもつかん

ほか、米を納めたことが示された荷札木簡、そして
鞠智城の築城に百済の亡命貴族が関わったことを示
す百済系の嗣豊菩薩笠慢をど､極めて貴重な遺物が
出土しています。

こ の 中 で も 、 人 の 生 活 と 密 接 に 関 わ る 遺 物 で あ る
土 器 を 分 析 す る と 、 7 世 紀 末 ～ 8 世 紀 初 頭 の も の が

圧倒的に多いことがわかりました。このことから、
7世紀末～8世紀初頭という時期が鞠智城に最も多
くの 人 が 駐 留 し 、 活 発 な 活 動 が 行 わ れて い た 時 期 だ
と考えられます。

■ 銅 造 菩 薩 立 像 さんめん l ユ う かんすいはってん ね

や や 丸 み を 帯 び た 顔 立 ち ､ 三 面 宝 冠 、 垂 髪 、 天 衣 な ど
が よ く 表 現 さ れ て い ま す。 へ そ の 前 で 舎 利 容 器 と 考 え
られる持物を捧げ持ち、やや腹部を突き出した姿態は．
横からみると優雅なS字'111線を描いています。
その 大 き さ （ 1 2 . 7 c m ） か ら 、 念 持 仏 と 考 え ら れ 、 百 済
の 高 官 が 築 城 の 指 導 な ど で 訪 れ た 鞠 智 城 に 持 ち 込 ん だ
ものと思われます。

■ 須 恵 器 （ 左 ） と 土 師 器 （ 右 ）

須恵器はロクロで成形し、窯を使用してI｢〃温で焼かれた硬質の士器で-す。上師器
は素焼きで低温で焼かれた土器です。須恵器は固く焼きしまり水漏れしないこと
から、水や酒などの貯蔵具として優れていました。一方、土師器は熱に強いため、
鍋､鰄噴ど煮炊きに使われるものが多く見られます。
R
u

I 8 ← 鞠 智 鰄 の 終 末
0

0

■■30
■■■■■■■■■83
14
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■■■■40

0

■"鞠…"ⅢilI      l

b,｡
0 1 0 0 2 0 0

鞠智城跡膿十十器の時期別数量比較（数字は個体数）

■ 1 号 木 簡 （米力）

墨書で「茶人忍口五斗」
と 書 か れ て い る 荷 札 木
簡です。上部には左右
か ら 切 り 込 み が 入 れ ら
れています。この切り
込 み 形 状 は 、 大 宰 府 管
内の木筋に見られます。

■ 軒 丸 瓦

鞠智城跡からは、平瓦、丸瓦
軒丸瓦が出土しています。そ
の中でも軒丸瓦には､た蝋詳ｿ《
蕊盤鐙fと呼ばれる文様が施
されています。この . 文採は、

朝 鮮 半 島 の 瓦 の 様 式 を 受 け 継
い で い る も の と 考 え ら れ て い

ます。

■木製品（鍬と木槌）
木 製 品 は 貯 水 池 跡 か ら 出 上 し て
い ま す。 建 築 材 と と も に 保 管 さ
れ て い ま し た 。 鍬 、 鋤 、 斧 の 柄
な ど が 保 管 さ れて い ま し た が 、
これらは粗加工までが終わった
ものでした。本来は、建築材を
使う際に最終的な加工を施し、
工 具 と し て 使 用 す る 予 定 で あ っ
たものと考えられます。
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鞠智城の変遷
鞠智城跡の発掘調査成果から、鞠智城が7 11t糺後､|とからl O lll:紀巾頃までの約300年間存統し、時

代に合わせて城の機能が変化してきたことが|ﾘlらかになりました。それにより、鞠智城の存統期間
を大きく5つの時期に分けることができました。
ここでは、鞠智城がどのように変化していったのかについて、各時期ごとに解挑します。

鞠智城 I期（7世紀第
鞠智城の卿l1建期です。
白村江の敗戦により、唐
と新羅の侵攻に備え、築
城されます。|凧立住建物
の倉庫や兵介が建てられ、
3箇所の城門、上里線、
貯 水 池 な ど 、 城 と しての
最低限の磯能が緊急的に
幣備されました。また、
百済系の釧造牌|錐立像の
存在から、築城にあたっ
て は 百 済 の 尚 官 が 関 与 し

たと考えられます。

期～7世紀節4 i J u半期）

一 一
■復元建物 （ 左 ： 兵 舎 、 右 ： 板 倉 ）
ど ち ら も 鞠 智 城 1 期 の 建 物 で す。 兵 舎 は 3 1 川 （ 7 . 8 m ） × l ( ) Ⅲ I （ 2 6 . 5 m ） の 隆 雄 風 0
巡物で、約50人の兵'三が穫泊まりしていたと考えられます．抜倉は倉庫であったと
痔えられています。

■ 南 側 土 塁 線
｜‘|然の尾根を削り、
そ､二に版築という11ﾘl
鮴W的の-1二水技術で
t を 盛 っ て 、 土 塁 が
椛 築 さ れて い ます。

■ 木 組 遺 構
貯 水 池 跡 に つ く ら
れ た 木 材 を 組 ん で
｜川い、1箇所に石
段 を 被 慨 し た 水 汲
み場で十・

鞠智城Ⅱ期( 7 -1lt紀末～8 111:紀第1四半期liii､卜）
鞠智城の降ﾉ,擬期です。""11城1期の建物に加え、城を管理

する建物や八角形建物など、城内の施設が雌も充実した時期
L且 < i 二 樫 ん ぎ

です。『続'-1本紀』に記救のある、鞠智城の修繕記事の時期
にあたります（69 8年）。

出土遺物を見ると、上鼎などの日用品はこの'1＃期のものが
最も多くlll lﾆしています̅。そのため、城の杵瑚・運営に多く
の人員が配|趾された時期であったと考えられます。

■ 大 型 掘 立 柱 建 物 跡
（63号建物跡）
3冊（5 . 8 5m）×7
問 ( l ( i 8 m ) の 建 物
跡 。 役 所 の よ う な
施 設 で 、 城 を 管 理
す る 唯 物 で あ っ た
と考えられます。

■ 復 元 建 物 ( 八 角 形 鼓 楼 )
鞠 智 城 I [ 期 の 雌 物 跡 で あ る 八 角 形 他 物 跡
（南側）を、様々な検討を基に復元した姿
です。鞠鴇 I 城 ﾘ ) ｼ ﾝ ポ ﾙ と なっていま弓 ﾘ ｰ 。

7世紀第31ﾉLl､ I

鰯,'､零官軍鳥
篭逗一､ J ヰ ー や _

と L

毛
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鞠智城Ⅲ期（8世紀第1四半期後半～8世紀第3四半期）
鞠智城の転換期にあたります。それまでの掘立柱建物が礎

石建物に建て替えられていきます。鞠智城Ⅱ期にできた城を
管理する建物や八角形建物は存続しています。
し か し 、 こ の 時 期 の 土 器 な どの 日 用 品 は ほ と ん ど 見 あ た り

ま せ ん 。 こ の こ と か ら 、 施 設 を 存 続 して い く た め の 必 要 最 低
限の人員のみを配II: iするなど、城の管蠅・述営になんらかの
変化が生じた時期と考えられます。

鞠智城Ⅳ期（8世紀第4四半期～9世紀第3四半期）
鞠智城の変革期です。城の機能が大きく変容します。

城を管理する施設がなくなり、貯水池中心部では貯木
場などが埋没し、その機能が低̅ドします。また、礎石
建物は大型化し、米などを納める倉が多く建ち並んで
いたようです。

も ん と く じ つ ろ く

なお、『文徳実録』によると、天安2（858）年に
鞠智城の米倉11棟が焼失したとの記載があり、それを
思 わ せる 炭 化 米 や 焼 け た 痕 跡 の あ る 礎 石 も 発 見 さ れて
います。

■ 炭 化 米
鞠智城Ⅳ期の米倉と考えられる礎石建物の周|川から{首
炭化米が多量に出土します-．これは米倉が焼失したと
い う 文 献 の 記 事 を 裏 付 け る も の と 考 え ら れ ま す。

■大型礎石建物跡（ 4 9 号 建 物 跡）
鞠 智 城 Ⅲ 期 に 出 現 す る 礎 石 建 物 で す。 3 聞
（ 7 . 2 m ) × 9 間（ 2 1 . 6 m）の建物で、隆倉と
呼 ば れ る 倉 庫 で あ っ た と . 考 え ら れ ま す。

■ 上 ： 2 0 号 建 物 跡 、 下 ： 2 0 号 建 物 跡 を 復 元 し た 米 倉
鞠 智 城 【 V 期 の 建 物 で、 3 1 川 （ 7 2 m ） × 4 間 （ 9 6
m ） の 礎 石 趣 物 で す。 こ の 時 期 に は ､ | 司 規 格 の 建
物 が 規 則 正 し く 配 置 さ れて い ま す。

霞 上 園 , 守

堂

語

鼻斗調

夕 考

識

戯"郷"蕊

■ 5 9 号 建 物 跡 ■ 1 2 号 建 物 跡
周 | 州 に 瀧を持つ礎石雌物です。大 * f な も のを保符していた 5 間 （ ] 1 . 5 m ） × 6 1 川 （ 1 3 . 2 m ） の礎布雌物の周
のかもしれません。建物の人｢I部分は溝が途切れています。 りを掘立柱で1用んだ、礎石・掘立併川の堆物です。

鞠智城V期（9世紀第4四半期～lo世紀第3四半期）
鞠智城の終末期です。建物数が減少し、機能は低下しますが、858年に焼失した米倉をlI1建するな
ど、食柵の備蓄施設としての機能は存続しています。しかし、lO ill:紀の第3IﾉLI半期頃には、鞠智城は
完全に城としての役割を終えます。
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鞠
智
城
の
変
遷
 
「
鞠
智
城
総
合
報
告
書
Ⅱ
」
（
平
成
一
一
十
三
年
度
刊
行
）
よ
り

鞠
御
城
は
、
辿
椛
や
出
土
過
物
を
考
察
し
た
結
果
、
七
仙
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
中
頃
ま
で
の
約
三
両
年
川
存

続
し
た
こ
と
が
判
明
し
、
城
と
し
て
存
続
し
た
五
期
（
に
Ｉ
期
〜
Ｖ
期
）
の
画
期
が
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
。
そ

の
山
川
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

※
年
代
検
討
の
方
法

○
全
て
の
出
土
遺
物
（
土
師
器
、
須
恵
器
、
布
目
瓦
な
ど
）
を
詳
細
に
調
査
し
、
検
討
を
加
え
た
。

○
遺
構
（
掘
立
柱
建
物
跡
、
礎
石
建
物
跡
な
ど
）
の
重
複
状
況
や
年
代
の
前
後
な
ど
を
確
実
に
把
握
し
た
。

鞠
智
城
Ｉ
期
（
七
世
紀
第
三
川
半
期
〜
七
肚
紀
弗
凹
四
半
期
）
 
鞠
智
城
の
創
建
期

・
白
村
江
の
敗
戦
（
六
六
三
年
）
以
降
、
唐
、
新
羅
の
侵
攻
の
危
機
に
備
え
、
六
六
七
年
頃
に
築
城
さ
れ
る
。

・
掘
立
柱
建
物
で
構
成
さ
れ
る
場
内
施
設
、
三
箇
所
の
城
門
、
土
塁
線
、
貯
水
池
な
ど
、
城
と
し
て
の
最
低
限

の
機
能
が
緊
急
的
に
終
術
さ
れ
た
。

・
百
済
系
の
鋼
造
菩
薩
立
像
の
存
在
か
ら
、
築
城
に
あ
た
っ
て
は
、
百
済
高
官
の
関
与
が
推
定
さ
れ
る
。

鞠
智
城
Ⅱ
期
（
七
Ⅲ
紀
末
〜
八
世
紀
第
一
川
半
期
前
半
）
 
鞠
智
城
の
隆
盛
期

・
城
を
管
理
す
る
建
物
や
八
角
形
建
物
な
ど
、
城
内
の
施
設
が
最
も
充
実
し
た
時
期
。

．
『
統
Ⅱ
本
紀
」
文
武
二
（
六
九
八
）
年
の
修
叩
記
事
と
対
応
す
る
。

・
日
常
使
用
す
る
土
器
は
、
こ
の
時
期
の
も
の
が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、
城
の
管
理
・
逆
営
に
多
く
の
人
員
が

8



配
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鞠
智
城
Ⅲ
期
（
八
Ⅲ
紀
輔
一
川
半
期
後
半
〜
八
Ⅲ
紀
第
三
川
半
期
）
 
鞠
智
城
の
転
換
期

・
掘
立
柱
建
物
が
礎
石
建
物
に
建
て
替
え
ら
れ
る
時
期
。

・
城
を
管
理
す
る
建
物
や
八
角
形
建
物
が
存
続
す
る
一
方
、
こ
の
時
期
の
Ⅱ
常
使
用
す
る
土
器
は
、
ほ
と
ん

ど
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
を
存
続
し
て
い
く
た
め
の
必
妥
最
低
限
の
人
員
の
み
の
配
悩
と
な
る
な

ど
、
城
の
管
理
・
運
営
に
変
化
が
生
じ
る
。

鞠
智
城
Ⅳ
期
（
八
世
紀
第
四
四
半
期
〜
九
世
紀
第
三
四
半
期
）
 
鞠
智
城
の
変
革
期

・
城
の
機
能
が
大
き
く
変
容
す
る
時
期
。

・
城
を
管
理
す
る
施
設
が
な
く
な
り
、
貯
水
池
中
心
部
で
水
汲
み
、
貯
水
が
行
わ
れ
な
く
な
る
。

・
礎
石
建
物
が
大
型
化
し
、
米
な
ど
を
納
め
る
倉
が
多
く
建
ち
並
ん
で
い
た
。
倉
の
多
く
は

（
八
五
八
）
年
に
焼
失
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
『
Ⅱ
本
文
徳
犬
皇
実
録
』
）
。

鞠
智
城
Ｖ
期
（
九
世
紀
第
川
四
半
期
〜
十
世
紀
館
三
四
半
期
）

・
建
物
数
が
減
少
し
、
城
と
し
て
の
機
能
は
低
下
す
る
が
、

て
の
機
能
は
存
続
し
て
い
る
。

・
こ
の
期
を
も
っ
て
城
と
し
て
の
役
荊
を
終
え
る
。

鞠
智
城
の
終
末
期

米
倉
を
再
建
す
る
な
ど
、
食
糊
の
術
蓄
施
設
と
し

天
安
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古
代
山
城
の
中
で
、
鞠
智
城
の
よ
う
に
十
世
紀
第
三
四
半
期
ま
で
存
続
し
た
も
の
は
な
い
。

鞠
智
城
が
軍
事
的
な
役
割
を
終
え
た
後
、
城
の
機
能
に
変
化
が
生
じ
、
時
代
に
合
わ
せ
て
、
重
層
的
・
複
合
的

な
機
能
を
持
ち
存
続
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

※
重
層
的
・
複
合
的
な
機
能

○
軍
事
的
機
能

六
六
○
年

六
六
三
年

六
六
八
年

六
七
六
年

○
城
の
機
能
変
化

・
隼
人
対
策

・
米
等
の
貯
蔵
施
設 百

済
滅
亡

白
村
江
の
戦
い
（
敗
北
）

国
家
防
衛
の
危
機
←
古
代
山
城
築
城

高
句
麗
滅
亡

新
羅
朝
鮮
半
島
統
一

『
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Ｑ
＆
Ａ

（
問
一
）
何
故
、
六
六
七
年
頃
に
築
城
し
た
こ
と
が
分
か
る
か
？

（
答
）
『
続
Ｈ
本
紀
』
に
六
九
八
年
に
修
理
し
た
と
の
記
事
か
ら
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
築
造
し
た
こ
と
が
文
献
資
料

か
ら
分
か
る
。
一
方
、
六
六
八
年
に
築
造
さ
れ
た
大
野
城
、
雅
雛
城
と
の
遺
柵
の
比
岐
、
及
び
柳
判
城
跡
で

出
土
し
た
瓦
と
飛
鳥
地
方
の
豊
浦
寺
な
ど
で
出
土
し
た
年
代
が
特
定
で
き
て
い
る
瓦
と
を
比
較
検
討
し
て
、

六
六
七
年
頃
を
推
定
し
た
。
木
材
建
物
を
建
築
し
て
、
約
三
○
年
後
に
修
珊
や
雌
替
え
し
た
こ
と
に
な
る
。

※
豐
浦
寺
／
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
に
あ
り
、
飛
鳥
寺
と
並
ぶ
日
本
最
古
の
寺
院
で
、
蘇
我
氏
の
氏
寺
と

※
豐
浦
寺
／
奈

さ
れ
て
い
る

（
問
三
 
貯
水
池
は
ど
ん
な
役
割
を
し
た
の
か
？

（
答
）
貯
水
池
の
中
に
は
、
湧
水
地
を
水
で
枠
囲
み
し
た
水
汲
み
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
機

能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
建
築
川
の
木
材
な
ど
を
水
に
浸
け
て
保
管
す
る
貯
木
場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た
。

（
問
三
）
城
を
管
理
す
る
建
物
と
は
ど
ん
な
も
の
か
ワ

（
答
）
古
代
の
同
や
郡
の
役
所
の
巾
心
的
施
設
は
、
建
物
の
配
悩
が
ヨ
」
の
字
形
に
な
っ
て
い
る
・
鞠
抑
城
も
「
己

の
字
形
の
建
物
配
置
が
み
ら
れ
る
区
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
管
理
す
る
役
割
を
も
っ
た
建
物
と

推
定
し
た
。

11



（
問
四
）
掘
立
柱
建
物
と
礎
石
建
物
の
違
い
は
何
か
？

（
答
）
掘
立
柱
建
物
は
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
柱
を
建
て
る
の
に
対
し
て
、
礎
石
建
物
は
、
柱
を
据
え
る
土
台

に
石
を
使
う
。
柱
が
地
面
に
直
接
触
れ
る
掘
立
柱
建
物
に
比
べ
、
礎
石
の
上
に
柱
を
建
て
る
礎
石
建
物
の

方
が
、
腐
食
し
に
く
い
た
め
耐
久
年
数
が
長
い
。

（
問
五
）
礎
石
建
物
が
大
型
化
す
る
こ
と
に
よ
り
何
が
変
わ
っ
た
の
か
？

（
答
）
鞠
智
城
の
礎
石
建
物
の
殆
ど
は
、
米
を
備
蓄
す
る
倉
と
し
て
使
川
さ
れ
て
い
る
。
Ⅳ
期
か
ら
建
物
が
大

型
化
す
る
こ
と
で
、
一
棟
で
多
量
の
米
を
備
蓄
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

（
問
六
）
貯
水
池
の
機
能
が
低
下
し
た
こ
と
は
、
何
故
分
か
る
の
か
？

（
答
）
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
箇
所
に
は
、
粘
土
様
の
土
が
底
に
堆
積
す
る
。
池
の
機
能
を
保
つ
に
は
、
定
期
的
に
底

に
堆
積
し
た
土
を
取
り
除
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
、
こ
の
作
業
を
行
う
と
土
層
に
凹
凸
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
土
層
の
上
部
に
堆
積
し
て
い
る
土
屑
に
は
、
凹
凸
が
確
認
で
き
ず
、
自
然
堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

貯
水
池
を
使
川
し
て
い
な
い
と
推
定
し
た
。

（
問
七
）
続
日
本
記
の
六
九
八
年
の
修
理
と
は
ど
ん
な
も
の
か
ワ

（
答
）
鞠
智
城
が
、
文
献
に
初
め
て
登
場
す
る
の
が
「
統
Ⅱ
本
紀
」
の
六
九
八
年
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事

の
内
容
は
、
当
時
の
九
州
を
統
括
し
て
い
た
大
宰
府
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
大
野
城
、
基
難
城
、
鞠
智
城

ミ
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を
修
理
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
問
八
）
同
時
期
に
修
理
し
た
大
野
城
、
基
騨
城
と
鞠
智
城
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
？

（
符
）
大
野
城
と
基
黙
城
は
、
「
日
本
書
紀
」
に
六
六
五
年
に
築
造
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
鞠
智
城
の
築

造
時
期
に
関
す
る
記
載
は
な
く
、
「
続
日
本
紀
」
の
六
九
八
年
の
修
理
し
た
記
述
が
初
出
で
あ
る
。
鞠
智

城
の
築
造
は
出
土
し
た
瓦
の
年
代
か
ら
六
六
七
年
頃
を
推
定
し
て
い
る
。

大
野
城
と
基
津
城
は
対
外
的
な
危
機
に
備
え
、
国
防
の
目
的
で
防
衛
的
な
機
能
を
も
っ
て
築
造
さ
れ
た
城

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
対
外
的
な
危
機
が
無
く
な
る
に
つ
れ
て
城
と
し
て
の
役
割
を
終
え
て
い
る
。

一
方
、
鞠
智
城
は
、
防
衛
的
な
機
能
と
内
的
要
因
・
環
境
に
対
処
す
る
機
能
を
併
せ
て
も
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
対
外
的
危
機
が
無
く
な
っ
た
後
も
存
続
し
た
と
推
定
し
た
。

（
問
九
）
鞠
智
城
の
終
末
期
ｌ
こ
の
期
を
も
っ
て
城
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
と

何
故
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
？

（
答
）
鞠
智
城
か
ら
出
土
し
た
日
常
生
活
に
使
用
す
る
容
器
（
土
師
器
）
で
、
最
も
新
し
い
も
の
が
十
世
紀
第

三
四
半
期
で
あ
り
そ
れ
よ
り
新
し
い
も
の
が
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
鞠
智
城
の
終
末
と
言
う
こ
と

（
問
十
）
百
済
系
銅
造
菩
薩
立
像
の
発
見
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
ワ

（
答
）
鞠
智
城
出
土
の
銅
造
菩
薩
立
像
は
、
円
筒
形
の
舎
利
容
器
を
捧
げ
も
ち
、
両
肩
を
覆
う
衣
は
両
肘
の
内

三
四
半
期
一

が
で
き
る
。

1 q
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側
を
通
っ
て
真
直
ぐ
に
垂
れ
下
が
り
、
側
而
か
ら
見
る
と
Ｓ
字
形
に
弧
を
描
く
形
態
を
し
て
い
る
。

こ
の
形
態
の
仏
像
は
Ｈ
本
で
は
な
く
、
Ⅳ
済
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

円
筒
形
の
舎
利
容
器
を
捧
げ
も
つ
形
は
、
宝
珠
を
捧
げ
も
つ
仏
像
の
起
源
と
変
遷
を
考
察
す
る
う
え
で
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
銅
造
菩
薩
立
像
は
、
貯
水
池
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
水
と
関
係
す
る
祭
祀
が

行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
Ⅳ
済
尚
官
が
、
鞠
抑
城
を
築
造
す
る
時
期
に
持
ち
込
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

（
問
十
一
）
鞠
智
城
は
約
三
百
年
存
続
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
？

他
の
古
代
山
城
で
、
鞠
智
城
の
よ
う
に
長
期
に
存
続
し
た
も
の
は
あ
る
の
か
？

（
答
）
鞠
智
城
は
、
対
外
的
危
機
に
備
え
る
Ｈ
的
で
築
造
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
隼
人
対
策
や
米
を
貯
蔵
す
る

役
割
を
有
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
対
外
的
危
機
が
な
く
な
っ
た
後
も
城
と

し
て
機
能
し
、
約
三
百
年
Ⅲ
、
存
続
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
他
の
山
城
で
鞠
御
城
の
よ
う
に
長
期
に
存
続
し
た
も
の
は
な
い
。

（
問
十
二
）
八
角
形
建
物
と
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
だ
っ
た
の
か
？

（
答
）
八
角
形
建
物
は
、
復
元
し
た
も
の
で
あ
り
、
八
角
形
を
し
た
掘
立
柱
建
物
で
、
中
央
の
心
椛
を
中
心
に

し
て
柱
が
三
重
に
巡
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

復
元
に
際
し
て
は
、
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、
心
純
は
三
層
Ｈ
ま
で
質
く
通
し
柱
、
初
層
は
三
重
、
二
・

三
胴
Ｈ
は
柱
が
二
皿
に
巡
る
附
造
、
三
Ｍ
Ⅱ
に
は
太
鼓
を
置
き
、
緊
急
時
の
迎
絲
や
時
刻
を
知
ら
せ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。

し
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銅
造
菩
薩
立
像
に
つ
い
て

銅
造
菩
薩
立
像
は
、
貯
水
池
跡
池
尻
部
四
一
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
た
、
足
下
の
蓮
肉
部
に
台
座
差
し
込
み

用
の
丸
柄
（
長
さ
十
九
叫
 
太
さ
十
四
Ｕ
 
を
つ
く
り
だ
し
た
菩
薩
立
像
で
あ
る
。
発
掘
調
査
で
は
、
こ
れ
に
関

連
す
る
遺
構
や
台
座
な
ど
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
銅
造
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
は
、
大
西
修
也
氏
に
よ
り
詳

細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
（
大
西
二
○
○
九
）
の
で
、
以
下
、
そ
れ
を
ほ
ぼ
引
用
し
て
記
城
す
る
。

釧
造
菩
雌
立
像
は
、
頭
部
か
ら
丸
柄
ま
で
を
一
鋳
無
垢
で
つ
く
ら
れ
、
現
状
で
は
鍍
金
の
痕
跡
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
右
体
側
を
垂
下
す
る
天
衣
の
下
端
部
を
欠
損
し
、
屈
曲
し
た
右
腕
や
指
先
に
か
け
て
一
部
欠
損
が
認

め
ら
れ
る
以
外
は
、
ほ
ぼ
当
初
の
姿
を
維
持
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鉄
分
を
含
ん
だ
赤
土
の
貯
水
池
底
部
と
い
う

出
土
環
境
か
ら
、
像
全
体
が
黄
土
色
の
皮
膜
に
覆
わ
れ
、
か
つ
腹
部
か
ら
蓮
肉
部
に
か
け
て
皮
膜
が
剥
離
し
て
内

部
の
銅
錆
が
露
出
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

像
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
頭
部
に
三
面
宝
冠
を
戴
く
菩
薩
像
で
、
額
に
は
冠
帯
が
刻
ま
れ
る
。
側
面
の
花
形

飾
り
の
下
に
垂
髪
の
結
束
帯
を
あ
ら
わ
し
、
両
肩
に
振
り
分
け
ら
れ
た
垂
髪
は
自
然
な
髪
型
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
。
肘
を
曲
げ
て
腹
部
に
あ
て
が
っ
た
両
手
は
、
掌
を
上
に
向
け
て
円
筒
形
の
持
物
を
捧
持
す
る
。
持
物
は

茶
器
の
棗
を
思
わ
せ
る
が
、
下
端
部
が
末
広
が
り
の
高
台
と
な
っ
て
い
て
、
蓮
台
付
の
円
筒
舎
利
容
器
を
簡
略
化

し
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

両
肩
を
覆
う
天
衣
は
、
曲
げ
た
両
肘
の
内
側
を
通
っ
て
真
直
ぐ
垂
下
す
る
タ
イ
プ
で
、
腰
か
ら
蓮
肉
部
に
か

け
て
外
側
に
大
き
く
湾
曲
し
、
側
面
観
と
し
て
Ｓ
字
形
に
弧
を
描
く
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
う
し
た
真
直
ぐ
垂
下
す
る
天
衣
の
タ
イ
プ
は
、
朝
鮮
三
国
未
の
百
済
仏
や
白
鳳
期
の
作
品
に
い
く
つ
か
事
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Ⅶ
Ⅲ
Ⅱ
望
、
恥

狩
ｗ
Ｐ
（
郷

あ
る
。 （
韓
国
宝
物
一

九
五
号
金
銅
菩
滕
立
像
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
一
七
九
号
・
一
八
○
号
金
銅
観
音
菩
薩
立
像
）
が

休
部
正
伽
の
衣
文
は
不
明
だ
が
、
脚
部
中
央
に
は
叩
広
い
垂
飾
帯
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
先
端
部
が
両
足
の
指
先
ま

で
達
し
て
い
る
。
像
背
の
脅
部
に
は
裳
の
上
端
を
折
り
返
し
た
椚
撰
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
裳
洲
が
蓮
肉
ｋ
川
ま
で
榎
っ

て
い
る
。
背
而
の
造
形
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
頭
頂
部
の
雷
を
除
く
と
頭
光
等
を
取
り
付
け
る
柄
や
柄
孔
が
み
ら

れ
な
い
こ
と
で
、
太
い
丸
柄
を
差
し
込
む
台
座
に
別
途
頭
光
や
後
屏
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

像
容
か
ら
知
ら
れ
る
三
面
宝
冠
の
形
式
や
簡
略
化
さ
れ
た
天
衣
の
表
現
形
式
、
柵
広
く
折
り
た
た
ん
だ
裳
の

椚
製
な
ど
、
七
仙
紀
半
頃
か
ら
後
半
の
菩
薩
立
像
に
此
皿
し
た
作
風
が
看
取
で
き
る
。
蓮
肉
ｋ
に
川
足
を
揃
え
て

立
つ
体
郎
は
従
来
の
正
面
観
主
体
の
彫
刻
を
踏
襲
す
る
が
、
腹
部
を
中
心
に
「
く
」
の
字
に
屈
曲
す
る
体
躯
と
、

胸
部
か
ら
蓮
肉
部
に
か
け
て
Ｓ
字
状
に
反
転
す
る
天
衣
表
現
は
、
本
像
の
側
面
構
成
に
奥
行
き
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

動
き
を
与
え
て
い
る
。
頭
光
を
後
頭
部
に
直
接
付
け
る
こ
と
を
避
け
、
台
座
に
設
け
ら
れ
た
支
柱
で
別
途
支
え
た

り
、
後
屏
で
慣
き
換
え
る
方
法
が
始
ま
る
の
も
し
Ⅲ
紀
半
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
像
容
で
脂
燗
し
た

Ⅲ
筒
形
の
舎
利
容
器
を
思
わ
せ
る
持
物
の
形
態
と
い
い
、
朝
鮮
三
国
期
の
百
済
仏
お
よ
び
飛
鳥
・
自
鳳
仏
に
作
例

の
多
い
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
の
密
接
な
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
鞠
智
城
は
、
大
野
城
や
基
黙
城
と
共
に

七
世
紀
後
半
（
六
六
五
年
）
に
築
城
さ
れ
た
朝
鮮
式
山
城
の
一
つ
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
そ
の
制
作
年
代
や

制
作
地
に
つ
い
て
は
而
済
将
来
脱
を
含
め
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

像
高
十
ｍ
に
柵
た
な
い
小
像
な
が
ら
、
本
像
の
造
形
に
は
掌
を
北
に
向
け
て
円
筒
形
の
持
物
を
捧
持
す
る
様

子
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
胸
元
に
捧
持
す
る
円
筒
形
の
持
物
に
は
高
台
と
み
ら
れ
る
彫
刻
が
施
さ
れ

て
い
て
、
蓮
華
座
も
し
く
は
台
脚
付
の
舎
利
容
器
を
思
わ
せ
る
。
飛
鳥
仏
を
代
表
と
す
る
木
造
彫
刻
で
あ
る
法
隆

。
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寺
束
院
夢
殿
の
求
世
観
音
菩
雌
は
、
蓮
華
座
で
装
飾
さ
れ
た
宝
珠
様
の
持
物
を
胸
元
に
捧
持
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
、

今
Ⅲ
出
土
し
た
円
筒
形
持
物
と
の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
る
。

宝
珠
捧
持
形
菩
薩
は
、
胸
元
に
宝
珠
も
し
く
は
宝
珠
様
の
容
器
と
み
ら
れ
る
持
物
を
両
手
で
捧
持
す
る
姿
態

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
法
隆
寺
束
院
夢
殿
の
救
世
観
音
像
は
火
焔
と
蓮
華
座
で
装
飾
さ
れ
た
宝
珠
様
の
持

物
を
胸
元
に
捧
持
す
る
。
『
観
光
逓
寿
経
』
が
流
布
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
観
音
菩
薩
は
宝
冠
に
化
仏
を
あ
ら
わ

す
よ
う
に
な
る
が
、
救
世
観
音
の
宝
冠
に
化
仏
は
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
が
初
期

観
音
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
や
が
て
七
世
紀
半
頃
に
な
る
と
観
心
寺
観
音
菩
薩
立
像
（
六
五
八
年
）
の

よ
う
に
宝
冠
に
化
仏
を
あ
ら
わ
し
た
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

こ
の
宝
珠
捧
持
形
菩
碓
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
中
川
南
朝
の
造
像
と
は
か
か
わ
り
な
く
百
済
に
お
い
て
成
立

し
た
と
す
る
解
釈
、
中
国
南
朝
で
舎
利
供
養
を
意
味
す
る
舎
利
壷
や
舎
利
盆
が
宝
珠
も
し
く
は
宝
珠
様
の
容
器
に

変
化
し
た
も
の
で
、
死
者
を
兜
率
陀
天
に
導
く
初
期
観
音
菩
薩
の
象
徴
的
な
持
物
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
す
る
解

釈
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
持
物
を
捧
持
す
る
し
ぐ
さ
に
つ
い
て
み
る
と
、
川
手
の
掌
で
包
み
込
む
よ
う
に
胸
元
に

抱
い
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
鞠
智
城
跡
の
菩
雌
立
像
は
、
川
手
の
掌
を
上
に
向
け
て
下
か
ら
支
え
る
し

ぐ
さ
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
同
様
な
し
ぐ
さ
を
し
て
い
る
の
が
、
法
隆
寺
西
院
伽
隙
聖
霊
院
の
救
世
観

音
菩
薩
立
像
（
聖
徳
太
子
像
胎
内
仏
）
で
、
両
手
の
掌
を
上
に
向
け
て
重
ね
宝
珠
様
の
持
物
を
捧
持
し
て
い
る
。

宝
珠
様
の
持
物
に
は
中
央
に
二
条
の
刻
線
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
折
摘
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る
宝
珠
で
は
な
く

合
子
状
の
容
器
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
院
夢
殿
救
世
観
音
菩
薩
に
持
物
な
ら
び
に
霊
院
太
子
像
救
世
観
音
の
持
物
は
、
い
ず
れ
も

純
正
な
宝
珠
と
い
う
よ
り
舎
利
容
器
を
思
わ
せ
る
宝
珠
様
の
持
物
と
い
え
る
。
今
回
出
土
し
た
鞠
智
城
跡
出
土
菩
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薩
立
像
の
持
物
は
、
下
端
部
が
円
錐
状
に
広
が
る
高
台
と
な
っ
て
い
て
蓮
台
付
の
円
筒
形
舎
利
容
器
を
髻
寵
と
さ

せ
る
。
こ
の
高
台
付
円
筒
形
容
器
が
舎
利
供
養
本
来
の
意
味
を
明
確
に
す
べ
く
、
あ
え
て
宝
珠
様
で
は
な
く
円
筒

形
を
採
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
中
国
南
朝
系
の
舎
利
供
養
菩
薩
が
確
認
さ
れ
て
い
る
百
済
仏
の
作
例
で
あ
る
と
み

る
べ
き
で
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
起
源
と
変
遷
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。

△
』
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古
代
山
城
関
係
史
料（

二
古
代
山
城
に
関
す
る
主
要
な
文
献
史
料
を
年
代
順
に
掲
載
し
た
。

（
二
）
 
各
項
目
に
は
そ
の
趣
旨
を
示
す
綱
文
と
、
史
料
の
原
文
と
を
載
せ
た
。

（
三
）
 
史
料
の
原
文
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
は
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
、

『
続
日
本
紀
」
に
つ
い
て
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
同
）
、
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
「
日

本
三
代
実
録
』
『
類
聚
三
代
格
』
に
つ
い
て
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
に

そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。

（
四
）
 
細
字
・
細
字
双
行
の
箇
所
は
 
〈
〉
 
で
示
し
た
。

一
 
対
馬
・
壱
岐
・
筑
紫
な
ど
に
防
人
と
峰
を
置
き
、
筑
紫
に
水
城
を
築
く
。

言
日
本
書
紀
』
天
智
三
（
六
六
四
）
年
条
）
「
是
歳
。
於
二
対
馬
島
・
壱
岐
島
・
筑
紫
国
等
一
、
置
二
防
与
峰
一
・

又
於
二
筑
紫
一
築
二
大
堤
一
貯
レ
水
。
名
日
二
水
城
一
・
」

二
長
門
に
城
を
築
か
せ
、
筑
紫
に
大
野
城
・
基
難
城
を
築
か
せ
る
。

書
日
本
書
紀
」
天
智
四
（
六
六
五
）
年
条
）
「
秋
八
月
。
遣
二
達
率
答
体
春
初
一
、
築
二
城
於
長
門
国
一
・
遣
達
率

憶
礼
福
留
・
達
率
四
比
福
夫
於
筑
紫
国
一
、
築
二
大
野
及
橡
二
城
一
・
」
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三
倭
国
に
高
安
城
、
讃
岐
に
屋
烏
城
、
対
馬
に
金
田
城
を
築
く
。

（
『
日
本
書
紀
」
天
智
六
（
六
六
七
）
年
’一
月
条
）
「
是
月
。
築
二
倭
回
高
安
城
・
讃
吉
国
山
川
郡
屋
烏
城
・
対

馬
国
金
川
城
一
・
」

高
安
城
を
修
理
し
、
田
税
を
収
め
る
。

（
『
日
本
耆
紀
』
天
智
八
（
六
六
九
）
年
八
月
条
）
「
己
酉
（
三
日
）
。
天
皇
登
一
高
安
嶺
一
・
議
欲
レ
修
レ
城
。
冊
Ⅲ
二

民
疲
一
、
止
而
不
し
作
。
時
人
感
而
歎
日
。
建
乃
仁
愛
之
徳
、
不
亦
寛
乎
云
々
・
」

（
同
是
冬
条
）
「
是
冬
。
修
二
高
安
城
一
、
収
畿
内
之
川
税
一
・
」

五
 
壬
申
の
乱
。
筑
紫
大
宰
栗
隈
王
、
近
江
柳
廷
の
発
兵
命
令
を
拒
否
。

（
「
Ⅱ
本
書
紀
』
天
武
元
（
六
七
二
）
年
六
川
条
）
「
（
上
略
）
（
佐
仙
連
）
出
、
至
筑
紫
・
時
栗
隈
王
、
承
し
符

対
日
。
筑
紫
国
者
、
元
戊
》
｜
辺
賊
之
雌
山
。
其
峻
し
城
深
レ
陣
、
脇
し
海
守
脅
、
豈
為
一
内
賊
一
耶
。
今
畏
レ
命
而

発
し
軍
、
即
倒
空
芙
。
若
不
意
之
外
、
有
二
倉
卒
之
事
一
、
噸
社
櫻
傾
之
。
然
後
雌
二
百
殺
Ｆ
版
、
何
益
焉
。
豈

敢
背
し
徳
耶
。
抑
不
し
動
し
兵
者
、
其
是
縁
也
・
」

壬
申
の
乱
。
高
安
城
を
め
ぐ
る
攻
防
。

（
『
Ⅱ
本
書
紀
』
天
武
元
（
六
七
二
）
年
七
月
条
）
「
是
日
。
坂
本
臣
財
等
、
次
二
子
平
石
野
一
。
時
聞
《
近
江
軍
在
：

高
安
城
一
Ⅲ
登
之
。
乃
近
江
軍
、
知
財
等
来
一
、
以
悉
焚
一
税
倉
一
、
皆
散
亡
。
仙
宿
一
城
中
一
・
会
明
。
脇
１
兄

西
方
一
、
Ｈ
｜
大
津
・
丹
比
両
道
、
耶
衆
多
至
。
猟
兄
二
放
幟
・
有
し
人
Ｈ
・
近
江
将
壱
伎
史
林
川
之
帥
也
。

』
、

｜
〃
ノ |ﾉLI

､
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財
等
自
二
高
安
城
一
降
以
渡
衛
我
河
一
、
与
二
蝉
国
一
戦
子
河
西
一
。
財
等
衆
少
不
し
能
し
距
。
先
し
是
、
遣
一
紀
版

大
音
一
、
令
レ
守
二
Ⅲ
坂
道
一
。
於
し
是
。
財
等
退
催
坂
一
、
Ⅲ
届
大
昔
之
併
一
。
（
下
略
）
」

七
天
武
天
皇
、
高
安
城
に
行
幸
。

二
Ⅱ
本
書
紀
』
天
武
山
（
六
七
五
）
年
二
月
条
）
「
丁
間
（
二
十
三
Ⅲ
）
。
天
皇
幸
一
於
高
安
城
・
」

八
石
上
麻
呂
ら
に
筑
紫
の
新
城
を
驍
察
さ
せ
る
。

二
日
本
書
紀
』
持
統
三
（
六
八
九
）
年
九
〃
条
）
「
己
丑
（
十
Ｈ
）
。
遺
直
広
参
打
止
朝
臣
麻
呂
・
直
広
難
石

川
朝
臣
虫
名
等
於
筑
紫
一
、
給
１
送
位
記
一
、
且
監
一
新
城
一
。
」

九
持
統
天
皇
、
高
安
城
に
行
幸
。

（
「
日
本
書
紀
』
持
統
三
（
六
八
九
）
年
十
月
条
）
「
庚
申
（
十
一
日
）
。
天
皇
幸
二
高
安
城
一
・
」

一
○
大
宰
府
に
大
野
・
雌
難
・
鞠
糾
の
三
城
を
修
理
さ
せ
る
。

書
統
日
本
紀
』
文
武
二
（
六
九
八
）
年
五
月
条
）
「
甲
申
（
二
十
五
Ｈ
）
。
令
一
大
宰
府
繕
１
治
大
野
・
基
黙
・
鞠

智
三
城
一
・
」

一
 
高
安
城
を
修
理
さ
せ
る
。

二
続
日
本
紀
」
文
武
二
（
六
九
八
）
年
八
月
条
）
「
丁
未
（
二
十
日
）
・
修
訓
理
高
安
城
一
・
〈
天
智
天
皇
五
年
築
城
也
・
〉
」
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二
高
安
城
を
修
理
さ
せ
る
。

（
「
続
旧
本
紀
』
文
武
三
（
六
九
九
）
年
九
月
条
）
「
丙
寅
（
十
五
日
）
。
修
訓
理
高
安
城
一
・
」

三
大
宰
府
に
三
野
城
・
稲
積
城
を
修
理
さ
せ
る
。

亀
続
日
本
紀
』
文
武
三
（
六
九
九
）
年
十
二
月
条
）
「
甲
申
（
四
日
）
。
令
《
二
大
宰
府
修
一
三
野
・
稲
積
二
城
一
・
」

一
四
高
安
城
を
廃
止
す
る
。

（
「
統
日
本
紀
」
大
宝
元
（
七
○
二
 
年
八
月
条
）
内
寅
（
二
十
六
日
）
。
廃
二
高
安
城
一
・
其
舍
屋
・
糀
儲
物
移
斗

貯
干
大
倭
・
河
内
二
国
一
・
」

一
五
河
内
国
高
安
峰
を
廃
し
、
同
国
高
見
峰
・
大
倭
国
春
日
峰
を
置
く
。

舎
続
日
本
紀
一
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
正
月
条
）
「
壬
辰
 
三
十
三
日
）
。
廃
二
河
内
国
高
安
峰
一
、
始
置
二
高
見

峰
及
大
倭
国
春
日
峰
一
。
以
通
二
平
城
一
也
・
」

一
六
元
明
天
皇
、
高
安
城
に
行
幸
。

（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
八
月
条
）
「
庚
申
（
二
十
三
日
）
。
行
１
幸
高
安
城
一
・
」

一
七
備
後
国
の
茨
城
・
常
城
を
停
め
る
。

（
「
続
日
本
紀
』
養
老
三
（
七
一
九
）
年
十
二
月
条
）
「
戊
戌
（
十
五
日
）
・
停
二
備
後
国
安
那
郡
茨
城
・
葦
田
郡
常
城
一
・
」
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一
八
基
難
城
の
稲
穀
を
筑
前
・
筑
後
・
肥
等
の
国
に
班
給
す
る
た
め
、
太
宰
府
の
官
人
が
遣
わ
さ
れ
る
。

（
太
宰
府
史
跡
出
土
木
簡
）
「
為
班
給
筑
前
・
筑
後
・
肥
等
国
遣
基
津
城
稲
穀
随
 
大
監
正
六
位
上
田
中
朝
、
川
」

書
木
簡
研
究
』
九
号
所
載
）

一
九
大
宰
大
弐
吉
備
真
備
に
怡
土
城
を
築
か
せ
る
。

舎
続
日
本
紀
」
天
平
勝
宝
八
（
七
五
六
）
年
六
月
条
）
「
甲
辰
（
二
十
二
日
）
。
始
築
怡
士
城
一
・
令
一
大
宰
大

弐
吉
備
朝
臣
真
怖
專
１
当
其
事
一
焉
。
」

二
○
大
宰
府
管
内
の
防
人
を
築
城
に
使
役
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

含
統
日
本
紀
」
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
三
月
条
）
「
庚
寅
（
二
十
四
Ｈ
）
。
大
宰
府
言
。
府
官
所
し
見
、
方
有

二
不
し
安
者
四
。
（
中
略
）
管
内
防
人
、
一
停
レ
作
し
城
、
勤
赴
二
武
芸
一
、
習
一
其
戦
陳
一
・
Ⅲ
大
弐
吉
術
朝
臣
真

備
論
日
。
且
耕
且
戦
、
古
人
称
し
善
。
乞
五
十
日
教
習
而
十
日
役
二
子
築
城
一
。
所
し
請
雌
レ
川
し
行
、
府
僚
或
不

レ
側
。
不
し
安
三
山
。
（
中
略
）
勅
。
（
中
略
）
管
内
防
人
十
日
役
者
、
依
一
真
備
之
議
一
。
（
下
略
こ

二
一
怡
土
城
築
造
・
水
城
修
理
の
専
知
官
を
置
く
。

書
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
（
七
六
五
）
年
三
月
条
）
「
辛
丑
（
十
日
）
。
（
中
略
）
大
宰
大
弐
従
四
位
下
佐
伯

宿
禰
今
毛
人
為
ｒ
築
二
怡
土
城
一
專
知
官
上
、
少
弐
従
五
位
下
采
女
朝
臣
浄
庭
為
ｒ
修
１
理
水
城
一
専
知
官
止
・
」

二
筑
前
国
怡
土
城
成
る
。

ハ 句
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（
「
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
二
月
条
）
「
癸
卯
（
二
十
八
Ⅱ
）
。
筑
前
国
怡
土
城
成
・
」

一
三
大
宰
府
管
内
の
兵
士
を
廃
し
て
遊
士
一
七
二
○
人
・
衛
卒
二
○
○
人
を
置
き
、
兵
士
に
代
え
て
衛
卒
を
大

野
城
の
修
理
に
当
た
ら
せ
る
。

二
類
聚
三
代
格
』
巻
十
八
、
天
長
三
（
八
二
六
）
年
十
一
月
三
日
太
政
官
符
）

応
ド
廃
二
兵
士
｝
置
小
選
士
衛
卒
ｔ
事

選
士
一
千
七
百
廿
人
〈
分
為
二
四
番

府
四
百
人
〈
先
依
二
官
符
一
置
。
〉

九
国
二
島
一
千
三
百
廿
人

術
卒
二
百
人

右
川
前
奏
状
偶
。
此
府
者
九
国
二
島
之
所
二
柵
轆
・
爽
此
往
来
、
溢
賊
無
し
時
。
追
州
拷
掠
、
町
し
有
一
其
術
・

川
以
兵
馬
廿
疋
飼
丁
・
草
丁
、
貢
上
染
物
所
・
作
紙
所
・
大
野
城
修
即
等
、
Ⅲ
例
併
以
兵
士
一
充
。
今
商
量
。

置
一
此
二
百
人
一
充
二
件
雑
役
一
、
以
レ
年
州
杵
、
免
一
調
府
、
及
給
二
根
塊
・
資
丁
、
一
Ｍ
仕
丁
一
・

以
前
正
二
位
行
中
納
言
兼
右
近
術
大
将
春
宮
大
夫
良
岑
刺
恢
安
世
立
。
奉
 
し
勅
。
依
レ
奏
廃
置
。
（
中
略
）

天
長
三
年
十
一
月
三
Ⅱ
」

一
四
肥
後
国
菊
池
城
院
の
兵
庫
の
鼓
鳴
動
、
不
動
倉
に
火
災

二
類
聚
一
示

「
太
政
官
符

番
別
役
川
Ⅱ
・
年
役
惣
九
十
Ⅲ
。
〉

へ

中
略
一 一
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（
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
天
安
二
（
八
五
八
）
年
閏
二
月
条
）
「
丙
辰
（
二
十
四
Ｈ
）
。
肥
後
国
言
。
菊
池
城
院
兵

庫
鼓
自
鳴
。
丁
巳
（
二
十
五
日
）
。
又
鳴
・
」

（
同
六
月
条
）
「
己
酉
（
二
十
Ｈ
）
。
（
中
略
）
大
宰
府
言
。
去
五
月
一
日
。
大
風
暴
雨
ｃ
官
舎
悉
破
、
青
苗
朽
失
ｃ

九
国
二
島
尽
被
二
損
傷
。
又
肥
後
国
菊
池
城
院
兵
庫
鼓
自
鳴
。
同
城
不
動
倉
十
一
宇
火
・
」

二
五
大
野
城
の
器
仗
を
大
宰
府
府
庫
の
器
仗
に
準
じ
て
検
定
さ
せ
る
。

（
「
類
聚
三
代
格
一
巻
十
八
、
貞
観
十
二
（
八
七
○
）
年
五
月
二
日
太
政
官
符
）

応
二
交
替
検
定
一
府
庫
器
仗
事

右
参
議
従
川
位
上
行
大
弐
藤
原
朝
臣
冬
緒
起
請
偶
。
府
脈
器
仗
、
依
↓
延
暦
年
中
官
符
旨
、
永
為
一
不
動
一
。
爾

後
雌
言
年
料
修
理
随
有
其
数
、
ｎ
年
代
久
遠
、
批
壊
不
し
少
。
加
以
、
甲
胃
等
時
有
盗
失
一
。
既
為
不
動
一
、

未
し
得
抑
開
一
・
Ｎ
し
輩
、
営
加
検
封
、
不
し
得
計
知
一
。
望
術
。
使
ド
椛
少
弍
従
五
位
上
坂
上
大
術
禰
椛
守

殊
為
棚
使
一
、
依
レ
Ⅲ
検
定
、
修
州
即
批
物
に
者
。
乃
検
卜
太
政
官
延
暦
’八
年
ｌ
〃
二
Ⅱ
符
応
交
替
分
付
一
条
ｋ
云
。

件
器
仗
、
Ⅲ
割
元
Ⅱ
威
儀
料
一
、
安
１
樅
別
倉
↑
、
師
年
允
川
。
川
余
兵
為
不
動
一
・
仙
破
描
物
、
紙
・
修
理
一
・

Ⅲ
ド
ー
任
之
内
、
川
度
料
世
：
一
少
倉
一
、
限
内
修
了
。
返
納
之
事
、
叩
似
官
待
小
報
符
ｋ
・
不
し
得
ド
寄
言
不
動
一
、

致
ｋ
し
有
破
損
一
者
。
右
大
匝
汽
。
奉
 
レ
勅
、
元
日
威
儀
料
安
１
世
別
倉
一
、
毎
年
充
川
、
自
余
兵
為
二
不
動
等
事
、

一
依
一
先
符
一
・
但
雌
不
動
、
理
須
二
附
領
↓
・
放
先
符
云
。
不
し
得
ド
寄
言
不
動
一
、
致
ｋ
し
有
二
破
損
者
。
而
時

有
盗
失
一
、
未
し
得
二
抑
開
一
・
奮
加
二
検
封
一
、
無
し
山
計
川
・
叩
レ
調
ド
先
任
史
等
不
し
熟
二
符
旨
一
之
所
上
し
致
也
。

亘
一
前
後
之
司
交
替
検
定
、
破
損
之
物
随
即
修
理
一
・
又
修
理
年
料
須
一
前
司
修
理
一
之
物
。
後
司
交
替
之
次
、
便

「
太
政
官
符
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即
検
納
。
新
「

亦
宜
レ
准
レ
此
〔

貞
観
十
一

「
太
政
官
符 新

司
応
し
修
之
料
、

年
五
月
二
日
」

細
選
一
無
損
之
物
一
、
同
以
下
充
。
立
為
恒
例
、
不
し
労
二
言
上
・
大
野
城
器
仗

力

二
六
烏
、
肥
後
国
菊
池
郡
倉
舎
の
葺
草
を
唯
み
抜
く
。

言
日
本
三
代
実
録
」
貞
観
十
七
（
八
七
五
）
年
六
月
条
）
「
二
十
Ⅱ
辛
未
。
大
宰
府
言
。
大
鳥
二
集
肥
後
国
玉

名
郡
倉
上
一
、
向
レ
西
鳴
。
群
烏
数
百
、
朧
１
抜
菊
池
郡
倉
舎
葺
草
一
・
」

二
七
筑
前
国
大
野
城
術
卒
四
○
人
の
粗
米
を
城
庫
に
納
め
さ
せ
る
。

（
「
類
聚
三
代
格
」
巻
十
八
、
貞
観
十
八
（
八
七
六
）
年
三
月
十
三
日
太
政
官
符
）

応
三
大
野
城
衛
卒
粗
米
依
レ
旧
納
一
城
庫
↑
事
〈
条
々
内
〉

右
参
議
権
帥
従
三
位
在
原
朝
臣
行
平
起
請
偶
。
被
太
政
官
貞
観
十
二
年
二
月
廿
三
日
符
一
僻
。
参
議
従
四
位
上

行
大
弐
藤
原
朝
臣
冬
緒
起
請
僧
。
除
二
五
使
料
一
之
外
、
庸
米
井
雑
米
総
納
二
税
庫
、
毎
し
月
下
行
。
若
非
し
有
二

判
行
一
鮒
以
下
用
、
監
当
之
官
準
し
法
科
し
罪
者
。
官
符
之
旨
固
有
し
面
し
然
・
但
至
一
子
件
城
一
、
城
辺
入
居
、
或

屋
舎
頽
段
、
或
人
跡
断
絶
。
価
問
二
城
司
等
一
、
申
云
。
此
城
衛
卒
冊
人
、
粗
米
毎
月
廿
四
解
。
元
来
納
一
城
庫
一
・

爾
時
城
庫
辺
百
姓
等
、
逐
二
往
還
之
便
一
、
求
二
売
買
之
利
・
従
し
納
二
税
庫
一
以
来
、
人
衆
無
し
到
。
売
買
失
し
術
、

百
姓
逃
散
、
惣
而
由
し
此
者
。
夫
守
し
城
在
し
人
、
聚
レ
人
在
し
食
。
望
請
。
件
根
米
特
納
城
庫
一
者
。
右
大
臣
宜
。

奉
 
し
勅
依
し
請
。

26



貞
観
十
八
年
三
月
十
三
日
」

二
八
肥
後
国
菊
池
郡
城
院
の
兵
庫
の
戸
、

言
Ⅱ
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
（
八
七
九
）

戸
、
自
鳴
。
」

鳴
動
。

年
三
月
条
）
「
十
レ
ハ
Ⅱ
内
午
。
（
中
略
）
又
肥
後
脚
菊
池
郡
城
院
兵
庫

2 7



鞠
智
城
関
係
年
表（

二
 
本
年
表
は
六
世
紀
か
ら
十
世
紀
初
頭
ま
で
、
鞠
智
城
な
ど
古
代
山
城
に
関
す
る
事
項
を

中
心
に
、
古
代
西
海
道
の
叩
堺
や
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
に
関
す
る
聯
頃
に
つ
い
て
作
製
し
た
。

三
）
史
料
名
に
つ
い
て
は
略
称
を
用
い
た
。
、
王
な
史
料
の
略
称
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

紀
（
Ⅱ
本
書
紀
）
 
統
紀
（
統
Ｈ
本
紀
）
 
後
紀
（
Ⅱ
本
後
紀
）
 
統
後
紀
（
統
Ⅱ
本
後
紀
）

文
実
（
Ⅱ
本
文
徳
天
皇
実
録
）
 
三
実
（
日
本
三
代
実
録
）
 
類
史
（
類
聚
国
史
）

紀
略
（
日
本
紀
略
）
 
三
代
格
（
類
聚
三
代
格
）
 
東
征
伝
（
唐
大
和
上
東
征
伝
）

28

五
二
七

五
二
八

五
三
五

予
皿
ニ
ヱ
ハ

五
九
六

年
代

継
体
二
一

継
体
二
二

安
閑
二

宣
化
元

欽
明
一
七

磐
井
の
乱
が
起
き
る
。
筑
紫
国
造
磐
井
、
新
羅
と
通
じ
、
任
那
に
赴
こ
う
と
す
る

近
江
毛
野
陞
の
軍
を
筑
・
火
・
豊
三
国
に
拠
っ
て
剛
止
す
る
（
紀
）
・

磐
井
の
乱
が
鎮
圧
さ
れ
る
。
磐
井
の
子
葛
子
、
榊
屋
屯
倉
を
朝
廷
に
献
る
（
紀
）
・

五
月
諸
岡
に
屯
倉
を
置
く
。
火
国
に
春
日
部
屯
倉
を
設
置
（
紀
）
。

五
月
官
家
を
那
津
に
建
て
、
筑
紫
・
肥
・
豊
三
国
の
屯
倉
の
稲
穀
を
集
め
る
（
紀
）
・

百
済
王
子
忠
の
楴
脚
に
あ
た
り
、
筑
紫
川
の
軍
船
に
護
衛
さ
せ
る
。
筑
紫
火
君
に

事
項



五
八
三
一
敏
達
一
「

六
○
三
一
推
古
一

勇
士
一
○
○
○
人
を
率
い
て
弥
氏
に
送
ら
せ
る
（
紀
）
。

火
葦
北
国
造
の
子
日
羅
、
任
那
復
興
の
た
め
百
済
よ
り
帰
国
。
後
に
百
済
使
に
暗

殺
さ
れ
る
（
紀
）
。

七
月
蘇
我
馬
子
ら
、
物
部
守
屋
を
滅
ぼ
す
（
紀
）
。

十
一
月
紀
男
麻
呂
ら
を
大
将
軍
と
し
、
二
万
余
の
軍
を
筑
紫
に
進
め
る
（
紀
）
・

境
部
臣
を
大
将
軍
と
し
、
万
余
の
兵
を
率
い
新
羅
を
撃
た
せ
る
（
紀
）
・

二
月
来
月
皇
子
を
将
軍
と
し
、
二
万
万
○
○
○
の
軍
を
率
い
新
羅
を
撃
た
せ
る
。

六
月
皇
子
の
病
に
よ
り
征
討
を
果
た
さ
ず
（
紀
）
。

当
麻
皇
子
を
将
軍
と
し
て
新
羅
を
撃
た
せ
る
も
、
妻
の
死
に
よ
り
目
的
を
果
た
さ

ず
（
紀
）
・

七
月
小
野
妹
子
ら
を
陥
に
遣
わ
す
（
紀
）
・

四
月
妹
子
、
陥
使
蓑
世
情
と
と
も
に
帰
国
（
紀
）
。

四
月
百
済
僻
道
欣
ら
八
五
人
、
肥
後
脚
葦
北
津
に
漂
着
（
紀
）
・

階
滅
び
、
唐
起
こ
る
。

八
川
犬
ｔ
御
川
鍬
ら
を
廓
に
適
わ
す
（
紀
）
。

八
月
犬
上
御
田
鍬
ら
帰
朝
。
唐
使
高
表
仁
来
日
（
紀
・
新
唐
耆
）
。

六
月
中
大
兄
皇
子
・
中
臣
鎌
足
ら
、
蘇
我
蝦
夷
・
人
鹿
を
倒
し
政
椛
を
撮
る
（
紀
）
。

正
月
、
改
新
の
詔
を
発
す
る
（
紀
）
。

- L 凸 - し - 1 - - し ー Ⅱ 一 一 些 ユ ー 一 L

ノ ､ ノ、 ノ ､ ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、

四 四 三 三 一 ○ ○ ○
六 五 二 ○ 八 九 八 七

大 皇 好 箭 推 推 推 推
化 械 明｜ﾘ l古 古 古 古

二
二 l 几 ’ 四 二 六 七 六 五

六 六 五 五
○ ○ 九 八
二 ○ 一 七

推 推 崇 用
古 古 峻 明

○ 八 四 二
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ノ 、 ノ 、
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ー I 凸
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, _ R 今一 L 一 一一 r , 今 ' 一 - 1 - 一 『 _ ▲

ノ 、 ノ 、 ノ 、 ノ 、 ノ ､ ノ ､

ﾉ L 八 七 五 四

六 六
六 六
五 四

六ノi､《
三 二

五
三

五
四

六
○

一
ハ
ー

年

代
白
雛

白
雄

斉
明

斉
明

天
智

天
智

天
智

天
智

天
秤

天
神

犬
智

八一七六 四 三 二 元 七 六 汀 l ﾉ L l

九
Ⅱ
吉
士
長
叶
・
尚
川
根
麻
呂
ら
を
唐
に
過
わ
す
（
紀
）
・

二
月
高
向
玄
理
ら
を
唐
に
遣
わ
す
（
紀
）
。

じ
月
唐
、
百
済
を
滅
ぼ
す
（
三
国
史
肥
）
。
１
Ｎ
帆
廷
、
百
済
遺
匝
の
救
援

を
決
定
（
紀
）
。

ｆ
Ⅱ
天
皇
、
雌
波
を
発
つ
（
紀
）
。
三
月
肌
大
津
（
岬
多
）
に
蒜
く
（
紀
）
。

七
月
天
皇
、
朝
倉
宮
に
没
（
紀
）
。

五
月
大
将
蝋
安
曇
比
羅
夫
ら
、
船
師
一
七
○
余
隻
を
率
い
渡
海
（
紀
）
・

三
月
将
軍
上
毛
野
稚
子
ら
、
兵
二
万
七
○
○
○
人
を
率
い
新
羅
を
撃
つ
（
紀
）
・

八
月
倭
車
白
村
沈
で
唐
軍
と
戦
い
、
大
敗
（
紀
・
唐
善
・
新
唐
耆
・
三
阿
山
記
）
・

九
月
倭
軍
本
国
に
退
く
（
紀
）
。

対
馬
・
壱
岐
・
筑
紫
等
に
防
人
と
峰
を
世
き
、
筑
紫
に
水
城
を
築
く
（
紀
）
・

八
月
百
済
人
の
答
体
春
初
を
過
わ
し
て
長
門
に
城
を
築
か
せ
、
憶
礼
柵
留
・
凹

比
福
夫
を
筑
紫
に
遣
わ
し
て
大
野
城
・
雄
黙
城
を
築
か
せ
る
（
紀
）
・

三
月
近
江
の
大
津
に
遷
都
（
紀
）
。

十
一
月
倭
国
に
高
安
城
、
讃
吉
（
讃
岐
）
に
屋
烏
城
、
対
馬
に
金
田
城
を
築
く
（
紀
）
。

九
月
唐
、
商
句
麗
を
滅
ぼ
す
（
紀
・
感
耆
・
新
唐
耆
・
三
国
史
記
）
・

こ
の
冬
高
安
城
を
修
州
し
、
Ⅲ
税
を
収
め
る
（
紀
）
。

事
 
Ｊ-ｂ０１

４
、



誌
吐
一
一
一
一
豆
綱
一
五

十
一
月
唐
の
使
人
郭
務
除
、
二
○
○
○
人
を
船
四
七
隻
に
乗
せ
、
対
馬
に
到
る
（
紀
）
。

五
月
郭
務
除
帰
国
（
紀
）
。
六
月
壬
申
の
乱
。
大
海
人
皇
子
（
天
武
）
、
吉
野

に
蜂
起
。
筑
紫
大
宰
栗
隈
王
、
近
江
朝
廷
の
発
兵
命
令
を
拒
否
（
紀
）
・

七
月
近
江
朝
廷
滅
ぶ
（
紀
）
。

二
月
天
皇
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
に
即
位
（
紀
）
。

二
月
天
皇
、
高
安
城
に
行
幸
（
紀
）
・

十
一
Ⅱ
雌
波
に
雑
城
を
築
く
（
紀
）
。

八
月
使
人
、
多
禰
国
の
図
を
貢
上
（
紀
）
。

七
月
大
隅
・
阿
多
の
隼
人
、
来
朝
し
方
物
を
貢
上
。
多
禰
・
披
玖
・
阿
摩
弥
の

人
に
禄
を
賜
う
（
紀
）
。

十
二
月
海
中
で
衣
服
を
失
っ
た
防
人
の
た
め
に
衣
川
五
八
端
を
筑
紫
に
送
る
（
紀
）

九
月
天
武
天
皇
没
。
大
隅
・
阿
多
の
隼
人
、
磧
宮
に
謙
を
奉
る
（
紀
）
・

二
月
期
に
満
ち
た
筑
紫
の
防
人
を
交
枠
さ
せ
る
（
紀
）
。
九
Ⅱ
石
上
麻
呂
ら
を

筑
紫
に
遣
わ
し
、
新
城
を
濫
察
さ
せ
る
（
紀
）
。
十
Ⅱ
天
皇
、
商
安
城
に
行
幸
（
紀
）
。

十
二
月
藤
原
京
に
遷
都
（
紀
）
・

三
月
文
博
勢
ら
に
多
禰
を
視
察
さ
せ
る
（
紀
）
。

四
月
文
博
士
ら
に
南
烏
を
探
索
さ
せ
る
（
統
紀
）
。
五
月
火
宰
府
に
大
野
・
基

難
・
鞠
智
の
三
城
を
修
理
さ
せ
る
（
続
紀
）
。
八
月
高
安
城
を
修
理
さ
せ
る
（
同
）
。

天
武
一

朱
烏

持
統

持
統

持
統

文
武

天
武

天
武

天
武

天
武
一

天
武
一

六
九
四

六
九
五

六
九
八

六 六 六
八 八 八
九 六 五

二 元｜几I二 九 八

- L 一 一 L - 1 - 凸 一 Ⅱ _ 今 ユ ー

ノ、 ノ、 ノ ､ ノ、 ノ、

八 八 七 七 七
二 一 九 五 三

一 ○ 八 四 二
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3 2

Ｌ
 
Ｌ

Ｊ
ｊ
／

○
○

○
一

○
二

○
七

○
九

一
○

一
一
一

一
四

一
エ
ハ

上 じ - 七 じ - じ じ 上 七 七 七 六

年
代

文
武

文
武

人
宅

大
宝

慶
雲

和
則

和
釧

和
則

和
銅

州
釧

霊
亀

二 じ 六 五 三 二 四 二 元 l 几 I 三

七
Ⅱ
多
徴
・
夜
久
・
奄
美
・
度
感
等
の
人
来
朝
（
紀
）
。
九
川
尚
安
城
を
修

理
さ
せ
る
（
統
紀
）
。
十
二
月
大
宰
府
に
三
野
城
・
稲
積
城
を
修
理
さ
せ
る
（
同
）
・

六
月
党
国
使
を
脅
迫
し
た
薩
摩
・
大
隅
の
隼
人
の
指
導
者
を
処
罰
（
続
紀
）
。

三
月
大
宝
律
令
を
制
定
（
統
紀
）
。
八
月
尚
安
城
を
廃
止
（
Ｍ
）
。

六
月
道
府
使
粟
川
真
人
ら
、
唐
に
渡
る
（
統
紀
）
。
八
Ⅱ
雌
摩
・
多
徴
を
征

討
（
同
）
。
十
月
唱
更
国
（
薩
摩
国
）
内
に
柵
を
置
き
兵
に
守
ら
せ
る
（
同
）
・

七
月
南
島
の
人
に
叙
位
・
賜
物
（
続
紀
）
。

ｌ
Ⅱ
薩
摩
の
咋
人
人
削
。
騎
兵
を
徴
発
し
威
儀
に
術
え
る
（
統
紀
）
・

１
月
日
向
国
に
采
女
、
薩
摩
脚
に
舎
人
を
貢
上
さ
せ
る
（
統
紀
）
。
日
向
隼
人

曾
細
麻
呂
に
叙
位
（
同
）
。
三
月
平
城
京
に
遷
都
（
同
）
・

正
Ⅱ
河
内
脚
尚
安
峰
を
廃
し
、
同
同
高
見
峰
・
大
倭
回
春
Ⅱ
峰
を
僧
く
（
統
紀
）
・

八
Ⅱ
商
安
城
に
行
幸
（
Ⅲ
）
・

四
月
大
隅
国
を
置
く
（
続
紀
）
。
五
月
諸
凹
に
『
風
土
記
一
の
撰
進
を
命
じ

る
（
同
）
。
七
月
隼
人
を
征
討
し
た
将
軍
・
上
卒
に
授
勲
（
同
）
・

三
川
砦
前
川
の
比
二
○
○
一
川
を
移
し
隼
人
を
教
導
さ
せ
る
（
統
紀
）
・

’二
月
南
島
の
奄
美
・
信
覚
・
球
美
な
ど
の
人
来
着
（
同
）
。

五
月
薩
摩
国
・
大
隅
国
貢
上
の
隼
人
を
六
年
ご
と
の
交
替
と
す
る
（
続
紀
）

事
項



吐
一
唯
一
唾
霊

十
月
遣
唐
使
、
唐
に
朝
貢
（
冊
府
元
亀
）
・

四
月
道
首
名
没
。
和
銅
末
年
に
筑
後
守
と
な
り
、
肥
後
守
を
兼
任
。
味
生
池
を

築
く
（
統
紀
）
・

十
二
月
術
後
国
の
茨
城
・
常
城
を
停
め
る
（
統
紀
）
○

二
月
隼
人
反
乱
、
大
隅
国
守
陽
侯
麻
呂
を
殺
す
（
統
紀
）
。
三
月
大
伴
旅
人

を
征
錐
人
持
節
大
将
叩
に
征
命
（
川
）
。
八
Ⅱ
火
伴
旅
人
を
州
京
さ
せ
る
（
Ⅲ
）
。

藤
原
不
比
等
没
（
同
）
。
十
一
月
南
島
の
人
二
三
二
人
に
授
位
（
同
）
・

七
月
征
隼
人
副
将
軍
ら
帰
還
し
戦
果
を
報
告
（
続
紀
）
・

五
Ｍ
大
隅
・
雌
摩
二
側
の
隼
人
ら
六
二
川
人
が
朝
貢
（
統
紀
）
。

八
月
渤
海
使
出
羽
国
に
来
着
（
統
紀
）
・
Ｉ
一
月
南
島
の
人
一
三
二
人
来
朝
（
岡
）
。

二
月
長
屋
王
の
変
（
続
紀
）
。

三
月
大
隅
・
薩
摩
国
の
班
川
を
行
わ
ず
、
墾
出
の
ま
ま
と
す
る
（
続
紀
）
・

九
Ⅱ
淵
艸
の
防
人
を
停
め
る
（
川
）
・

叫
月
日
本
国
の
兵
船
三
○
○
艘
、
新
羅
の
束
辺
を
襲
う
（
三
国
史
記
）
。

-十
一
月
畿
内
に
惣
管
、
諸
道
に
鎮
撫
使
を
置
く
（
統
紀
）
。

八
Ｎ
術
道
に
節
度
使
を
樅
き
防
備
を
強
化
（
統
紀
）
。
こ
の
年
渤
海
、
唐
の

登
州
を
襲
う
（
唐
耆
）
・

四
月
遣
唐
使
、
難
波
を
発
つ
（
続
紀
）
。

養
老

髭
老

神
亀

天
平

犬
平

天
平

七
一
九

七
二
○

七
二
一

七
二
三

七
二
七

七
二
九

七
三
○

七
三
一
一
天
平
三

七
三
三
一
天
平
五

じ
三
二

|ﾙI 二 元 ｜ 几 ’ 七 五

蚕 査
老 老

四 三 二 元

3 3
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七 七 七 七 七七 七 七
四 四 ｜ 几 I ｜ 几 I I 1 L I 三 三 三

一 七○ 九 五五 三 二

年
代

三
」
一
〃
吟

７
１

天
平

天
平

天
平

天
平

天
平

天
平

天
平一 一 一 一 一 一
上五 四 三 二 九 七

二
月
国
号
を
王
城
国
と
改
め
る
に
よ
り
、
新
羅
使
を
帰
国
さ
せ
る
（
統
紀
）
・

八
月
大
宰
府
管
内
に
疫
病
流
行
（
同
）
・

二
〃
過
新
羅
使
、
新
羅
の
無
礼
を
報
告
。
官
人
に
意
兇
を
問
う
（
統
紀
）
。

九
月
筑
紫
の
防
人
を
停
め
、
筑
紫
の
人
に
壱
岐
・
対
賜
を
守
ら
せ
る
（
Ⅲ
）
。

こ
の
年
疫
病
に
よ
り
死
者
多
数
（
同
）
。

五
月
諸
国
の
兵
の
徴
集
を
停
め
る
（
三
代
格
）
・

九
Ⅱ
藤
原
広
伽
の
乱
起
こ
る
。
東
海
・
東
山
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
五
道
の
兵

一
刀
七
○
○
○
人
を
徴
発
し
九
州
に
赴
か
せ
る
（
統
紀
）
・
十
月
板
柵
川
の
戦
い
。

広
嗣
敗
走
し
斬
殺
さ
れ
る
（
同
）
。

二
月
国
分
寺
造
営
の
詔
を
発
す
る
（
続
紀
）
・

正
川
大
宰
府
を
廃
止
す
る
（
統
紀
）
。
十
月
新
糀
、
Ⅱ
本
国
仙
を
迫
却
（
三

国
史
記
）
・

四
月
常
例
を
失
す
る
に
よ
り
新
羅
使
を
帰
国
さ
せ
る
（
続
紀
）
。
五
月
墾
田

永
年
私
財
法
を
発
す
る
（
同
）
。
十
月
聖
武
天
皇
、
盧
舎
那
仏
の
造
立
を
発
願

（
何
）
。
十
二
月
筑
紫
に
鎖
西
府
を
慨
く
（
川
）
。

六
月
大
宰
府
を
何
ぴ
置
く
（
統
紀
）
。
十
一
月
玄
肪
を
筑
紫
観
世
音
寺
の
造

営
に
遣
わ
す
（
同
）
。

事
 
収



七
四
六

七
五
二

十
二
Ⅱ
兵
士
の
徴
発
を
復
活
（
続
紀
）
。

閏
三
月
新
羅
王
子
金
泰
廉
ら
七
○
○
余
人
来
日
（
統
紀
）
。
四
月
束
大
寺
臘

舎
那
仏
開
眼
（
同
）
。

八
月
新
羅
王
、
Ⅱ
本
の
遣
新
羅
使
を
謁
見
せ
ず
（
三
国
史
記
）
。
十
二
月
鑑
真
、

造
唐
仙
と
共
に
雌
摩
同
に
着
く
（
東
征
伝
）
。

六
月
大
宰
大
弐
吉
備
真
備
に
怡
士
城
を
築
か
せ
る
（
続
紀
）
。

七
月
橘
奈
良
麻
呂
の
変
（
統
紀
）
。
閏
八
月
大
宰
府
の
防
人
に
坂
東
の
兵
士

を
充
て
る
の
を
停
め
る
（
同
）
。

十
二
月
遣
渤
海
使
、
安
禄
山
の
乱
な
ど
唐
の
情
勢
を
報
告
。
大
宰
府
に
対
策
を

命
じ
る
（
続
紀
）
・

三
月
大
宰
府
に
船
の
建
造
、
防
人
の
築
城
へ
の
使
役
を
認
め
る
（
統
紀
）
・

六
月
新
羅
征
討
の
た
め
大
宰
府
に
行
軍
式
を
造
ら
せ
る
（
同
）
・

九
月
新
羅
征
討
の
た
め
諸
国
に
船
五
○
○
艘
を
造
ら
せ
る
（
川
）
。

十
一
Ⅱ
節
度
仙
を
任
命
。
船
・
兵
士
・
子
弟
・
水
手
の
動
員
計
画
を
立
て
る
（
統

紀
）
。

正
月
渤
海
使
、
唐
の
情
勢
を
伝
え
る
（
続
紀
）
。

上
川
新
雑
使
、
仰
多
に
来
着
（
統
紀
）
。
九
月
藤
瓜
恵
美
抑
勝
の
乱
。
抑
勝

敗
死
（
同
）
。
十
一
月
西
海
道
の
節
度
使
を
停
止
（
同
）
。

天
平
一
八

天
平
勝
宝
四

七
五
三
一
天
平
勝
宝
五

畦
、
畦
一
唖
岼
誹
罹
一
唖

七
五
八
一
一
天
平
宝
字
二

七
五
九
一
天
平
宝
字
一

七
六
一
一
一
天
平
宝
字
五

吐
誌
畦
一
昼
悴
甦
蓉
雌
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八 八 八 七 七 七 七 七 七 七 七 一 ヒ
ー 一 ○ 九 九 九 九 九 八 八 六 六
三 一 一 九 五 四 二 ○ F [ ’ ○ 八 六

七
六
五

年

代
天
平
神
護
元

天
平
神
謹
二

神
護
景
雲
二

宝
亀
三

延
暦
三

延
暦
九

延
暦
一
一

延
暦
一
三

延
暦
一
川

延
暦
一
八

延
暦
二
○

弘
仁
二

弘
仁
四

三
月
怡
士
城
築
城
・
水
城
修
理
の
専
知
官
を
置
く
（
続
紀
）
。

四
月
大
宰
府
、
東
国
防
人
の
復
活
を
術
う
（
統
紀
）
。

二
月
筑
前
国
怡
上
城
成
る
（
統
紀
）
。

四
月
新
羅
金
志
貞
、
王
宮
を
囲
み
、
恵
恭
王
を
殺
す
（
三
国
史
記
）
・

七
月
沿
海
諸
国
に
警
固
の
強
化
を
命
じ
る
（
続
紀
）
○

十
月
長
岡
京
に
遷
梛
（
続
紀
）
・

二
月
肥
後
国
浄
水
寺
が
創
建
さ
れ
る
（
浄
水
寺
南
大
門
碑
）
。
八
月
大
宰
府

管
内
の
飢
民
八
万
八
○
○
○
余
人
に
賑
仙
（
統
紀
）
・

六
月
陸
奥
・
出
羽
・
佐
渡
・
大
宰
府
管
内
以
外
の
兵
士
を
廃
し
、
健
児
を
置
く

（
三
代
格
）

十
月
平
安
京
に
遷
都
（
紀
略
）
。

九
月
肥
後
国
を
大
同
と
す
る
（
後
紀
）
。
十
一
月
防
人
を
廃
し
兵
士
を
辺
戊

に
充
て
る
（
三
代
格
）
・

四
月
大
宰
府
管
内
を
除
き
峰
を
停
廃
（
三
代
格
）
・

六
月
大
宰
府
の
隼
人
貢
進
を
停
止
（
類
史
）
・

閏
十
二
月
新
羅
船
二
○
余
艘
、
対
馬
を
窺
う
（
紀
略
）
・

三
月
新
羅
人
二
○
人
、
肥
前
同
値
賀
島
に
来
着
し
交
戦
（
後
紀
）
。
八
川
筑
前
．

事
 
項



筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
前
・
肥
後
六
国
の
兵
士
を
一
万
七
一
○
○
人
か
ら
九
○
○
○

人
に
減
定
。
肥
後
国
は
軍
団
四
、
兵
士
は
四
○
○
○
人
か
ら
二
○
○
○
人
に
（
三
代
格
）
。

八
月
新
羅
西
辺
の
州
郡
に
大
飢
鐘
。
盗
賊
蜂
起
（
三
国
史
記
）
。

こ
の
年
新
羅
の
飢
民
、
唐
の
湘
東
に
至
り
食
を
求
め
る
（
唐
会
要
）
・

十
一
月
大
宰
府
管
内
の
兵
士
を
廃
し
、
選
士
一
七
二
○
人
・
術
卒
二
○
○
人
を

置
く
。
兵
士
に
代
え
て
衛
卒
に
大
野
城
の
修
理
を
担
当
さ
せ
る
（
三
代
格
）
・

川
月
新
羅
、
張
弓
福
を
清
海
鎖
大
使
と
す
る
（
三
川
史
記
・
新
牌
書
）
・

八
月
新
羅
、
張
弓
福
を
鎮
海
将
軍
と
す
る
（
三
国
史
記
）
・

十
二
月
新
羅
の
張
宝
高
（
張
弓
福
）
の
使
者
、
大
宰
府
に
来
た
り
方
物
を
献
じ

る
（
統
後
紀
）

十
一
月
張
弓
福
、
殺
害
さ
れ
る
（
新
唐
書
・
三
国
史
記
）
。

八
月
唐
簡
五
三
人
、
貨
物
と
と
も
に
大
宰
府
に
着
く
（
統
後
紀
）
。

二
月
新
羅
、
清
海
鍍
を
廃
す
る
（
三
国
史
記
）
。

閏
二
月
二
十
四
日
肥
後
国
菊
池
城
院
の
兵
庫
の
鼓
、
お
の
ず
か
ら
鳴
る
（
文
実
）
。

二
十
五
Ⅱ
 
ま
た
鴫
る
（
同
）
。
五
月
 
菊
池
城
の
不
動
倉
二
字
に
火
（
川
）
。

五
月
肥
後
国
合
志
郡
を
割
き
、
山
本
郡
を
置
く
（
三
実
）
。

七
月
唐
商
李
延
孝
ら
川
三
人
、
大
宰
府
に
来
着
（
三
実
）
。

十
一
月
肥
後
国
大
宅
牧
を
停
め
る
（
三
実
）
。

承
和

嘉
祥

仁
寿

天
安

八
五
九

八
六
二

八
六
四

貞 貞 貞
観 観 観

六 l ) L I 元

八 八 八
四 三 二
○ 九 八

承 承 天
和 和 長

七 六 万

八 八 八 八
五 五 四 四
八 一 九 一

二 元 二 八

八 八 八
二
六 六 五

天 弘 弘
長 仁 仁

＝ 七 六

q フ
ツ 』
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八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八
九九 八 八 八 七 七 七 七 七 六
四 三 五 四 ○ 九 六 五 三 ○ 九

年

代
寛寛 仁 元 元 元 貞 貞 貞 貞 貞
平 平 和 慶 腱 慶 観 棚 観 観 観

六五 元 八 l ﾉ L ’ 三 八 七 五 二 一

五
月
新
雑
海
賊
博
多
に
来
襲
、
豊
前
岡
の
貢
納
物
を
奪
う
（
三
実
）
。

七
月
肥
後
国
に
大
風
雨
（
同
）
。

六
月
筑
前
な
ど
の
諸
国
の
警
備
を
強
化
さ
せ
る
（
三
実
）
。

七
月
渤
海
使
、
肥
後
国
天
草
郡
に
漂
着
（
三
実
）
・

六
〃
烏
数
門
羽
、
菊
池
郡
倉
舎
の
葺
草
を
雌
み
抜
く
（
三
実
）
・

三
月
大
野
城
衛
卒
四
○
人
の
根
米
を
城
庫
に
納
め
さ
せ
る
（
三
代
格
）
。

三
月
肥
後
国
菊
池
郡
城
院
の
兵
庫
の
戸
、
お
の
ず
か
ら
鳴
る
（
三
実
）
。

十
一
月
唐
、
黄
巣
反
乱
し
長
安
城
を
陥
れ
る
。
徳
氷
、
雌
を
成
郁
に
避
け
る
（
府
耆
）
。

五
月
黄
巣
、
朱
全
忠
ら
の
単
に
敗
れ
る
（
唐
耆
）
。

四
月
新
羅
国
の
徐
善
行
・
高
興
善
ら
四
八
人
、
肥
後
国
天
草
郡
に
来
着
（
三
実
）
。

五
月
新
羅
の
賊
、
肥
前
国
松
浦
郡
に
襲
来
（
紀
略
）
。
閏
脈
月
同
、
肥
後
国

飽
川
郡
を
襲
い
民
家
を
焼
く
（
紀
略
）
。

四
月
新
羅
の
賊
、
対
馬
島
を
襲
う
（
紀
略
）
。
八
月
対
馬
島
に
防
人
を
再
置

三
代
格
）
。
九
月
 
新
羅
の
賊
四
五
艘
、
対
馬
に
襲
来
。
烏
守
文
室
善
友
、
島
人

を
率
い
防
戦
、
二
○
○
余
人
を
殺
し
盤
退
（
略
記
・
紀
略
）
。
出
雲
・
隠
岐
等
の

国
に
降
燧
を
再
借
（
三
代
格
）
。
菅
原
道
真
の
建
言
に
よ
り
遣
唐
使
を
停
止
（
紀
略
．

菅
家
文
草
）
。

事
 
項



寛
平
七

昌
泰
二

延
喜
四

延
喜
七

延
喜
一
八

三
月

四
月

八
Ⅱ

四
月

六
月

博
多
警
固
所
に
夷
俘
五
○
人
を
加
置
し
一
○
○
人
と
す
る
（
三
代
格
）

肥
後
岡
の
史
生
一
員
を
停
め
弩
師
を
慨
く
（
三
代
格
）
。

朱
全
忠
、
昭
宗
を
殺
す
（
唐
害
）
・

朱
全
忠
、
哀
帝
か
ら
禅
讓
を
受
け
後
梁
を
建
国
。
唐
滅
亡
（
唐
耆
）
・

王
建
即
位
し
、
凶
を
高
麗
と
号
す
る
（
高
麗
史
）
。

九 九 九 八 八
一 ○ ○ 九 ノ L
八 七 四 九 五

39



1
至南関| ･C

’ 1
；

； ＃生･〆鈩W

至新玉名風：
、 誕

牢

● 「 阿 蘇 < ま も と 空 港 」 か ら 車 で、 約 4 0 分
● 「 九州新幹線新玉名駅」から車で、約 6 0 分
● 「 植 木 I C , 」 か ら 車 で、 約 2 5 分
● 「 菊 水 I C 」 か ら 車 で 、 約 4 5 分

●「熊本交通センター」から菊池温泉行きバスで、約 6 0 分
「菊池ブラザ」下車後タクシーで、約 5分

●「熊本駅前」から菊池温泉行きバスで、

I 鰐約 7 5 分
「菊池プラザ」下車後タクシーで、約 5分

毎 屯

山鹿市街からは【山鹿市あいのりタクシー/0968-46 -6340】
菊池市街からは【きくち観光あいのりタクシー/0968 -26 -5022】
が運行しています。いずれも予約制ですので、電話でお問い合
わせください。

■開園時間；公園は年中無休、入場無料です。
■温故倉 | l 生館鞠智城について学べるガイダンス施設です（入館無料）。
開 館 時 間 ； 9 ： 3 0 ～ 1 7 ： 1 5 ( 入 館 は 1 6 ； 4 5 ま で ）
休館日 月 曜 日 ( 祝 日 の場合は翌日）および 1 2 月 2 5 日 ～ 1 月 4 日 まで

■駐車場；普通車 7 0 台、障害者用スペース 3 台。大型バス駐車可能（無料）。
■ボランティアガイドによる解説をおこなっています（ 2 週間前までに要予約／
■車いす、ベビーカーの貸し出しをおこなっています（数に限りがあります／無

●このパンフレットは、昭和42年度から実施した鞠智城跡の発掘調査成果を総合的にまとめた
跡Ⅱ』の内容を、わかりやすく紹介するために作成したものです。

(数に限りがあります／無料）
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 この電子書籍は、鞠智城ガイドブック 鞠智城の築城とその変遷 を底本とし

て作成しました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合に

は底本から引用してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書

館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法

は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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